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１．まえがき

　ポリマーズ・イン・コンクリート委員会の定例会が第

２００回を迎えた。この節目を機会に、ポリマー系材料

に関し、国際的な学術・技術活動行っているＩＣＰＩＣ：

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ｏｎ Ｐｏｌｙｍｅｒｓ Ｉｎ Ｃｏｎｃｒｅｔｅの半

世紀を振り返るとともにコンクリートのこれからを展望

するものである

２．ＩＣＰＩＣの歴史

２．１　半世紀以前のポリマー系コンクリート

　材料の歴史を５世代に分けてみる；第１世代は木材や

石材など天然・自然の材料、第２世代はセラミックスや

金属など焼成・精錬された材料、第３世代は樹脂やゴム

などの人工につくる合成材料であり、第４世代はコンク

リート系、プラスチック系、金属系、ゴム系、木質系な

どの複合材料、そして第５世代は検知・判断・実行がで

きる知能材料である。

　第３・４の世代の材料の中心にあるプラスチックの出

自を尋ねると、十代田・難波共著の「材料：彰国社」によ

れば熱可塑性のセルロイドにある；１９世紀アメリカで

ビリヤードが大流行し、プレイに使う球は象牙であり、

その調達が難しく、高騰した。そこで１８６３年にメーカー

側が、象牙のビリヤード球の代替の材料を求めて１万ド

ルの懸賞金を提示した。１８６９年にＪ．Ｗ．ハイアットが

ニトロセルロースに樟脳を加えて熱可塑性のセルロイド

（ピンポン玉の材料）を発明したのがプラスチックの始ま

りである。つづいて１９１０年ベークランドにより熱硬化

性のフェノール樹脂が発明された。

　１８２４年にアスプジンがポルトランドセメントを発明

し、以降約２００年間にセメントコンクリートは建設主材

料として広範囲に使用されてきた。セメントコンクリー

トは数多くの利点を有する反面、硬化が遅い、収縮が大

きい、引張や曲げ強度が小さい、耐薬品性が劣る、水密
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ＩＣＰＩＣのあゆみとこれから

性の不足等、本質的な欠陥を有している。そこでポリマー

を使用してより優れた品質のコンクリートをつくる取組

みがはじまった（図１）。　

　１９７１年に米国でＡＣＩ５４８委員会「Ｐｏｌｙｍｅｒｓ ｉｎ Ｃｏｎｃｒｅｔｅ」

が設立され、その主催の下にシンポジウム開催、成果も

ＳＰ４０（１９７３年）、ＳＰ５８（１９７８年）・・、ＳＰ２７８（２０１１年）

“Ｆｒｏｎｔｉｅｒｓ ｉｎ ｔｈｅ Ｕｓｅ ｏｆ ＰＩＣ”と順次公表されていく。

その米国はじめソ連、西ドイツ、英国そして日本は、ポ

リマーコンクリート全般にわたり研究開発に取組んでい

て、五大先進国といわれた。日本においては、１９６５年

に「波木守・大濱嘉彦の共著「プラスチックスコンクリー

ト：高分子刊行会」が出版され、バイブルのような存在

であった。その後２０年余り、ポリマー系コンクリートは、

「樹脂コンクリート」「プラスチックスコンクリート」、「プ

ラスチックコンクリート」、「ポリマーコンクリート」とい

ろいろな名称のもとに使われた。偏見かもしれないが、

１９８１年チェコ・プラハの“Ｐｌａｓｔｉｃｓ ｉｎ Ｍａｔｅｒｉａｌ ａｎｄ 

Ｓｔｒｕｃｔｕｒａｌ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ”、１９８４年ベルギー・リエージュ

の“Ｆｕｔｕｒｅ ｆｏｒ Ｐｌａｓｔｉｃｓ ｉｎ Ｂｕｉｌｄｉｎｇ ａｎｄ ｉｎ Ｃｉｖｉｌ 

Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ”等からすると欧州では「プラスチックス」、

そして米国では「ポリマー」が根付き、土木・建築材料と

して展開したように思われる。そのような経緯があり、

現在ポリマー系コンクリートは、Ｃｏｎｃｒｅｔｅ-Ｐｏｌｙｍｅｒ　

Ｃｏｍｐｏｓｉｔｅｓ（Ｃ-ＰＣ）：コンクリート・ポリマー複合体

に落着いている。

図 1　 第 1 回ポリマーコンクリート国際会議（1975 年・ロンドン）
以前のポリマー系コンクリートの実績


